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１

第23回フォトコンテスト入賞作品 「夜明けの予感」　有井 寿美男さん（佐久穂町）

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　イカとアスパラのオイスターソース炒め／焼うどん
■スマイルＪＡ女性会　味の研究会
■家庭菜園便利帖　サヤインゲン

1
2
組合員の負託に応えるＪＡを目指して
令和４年度上期店・支所運営委員会

年頭のごあいさつ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
き
な
災
害
も
無
く
、
農
作
物
は
平
穏
の
中

で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
加
え

て
日
本
の
低
金
利
は
極
端
な
円
安
を
招
き
、
輸
入
物
価

の
高
騰
と
し
て
国
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
肥
料
・
飼
料
・
燃
油

の
高
騰
と
と
も
に
、
そ
の
原
料
の
入
手
困
難
な
事
態
の

発
生
は
、
農
業
の
再
生
産
の
可
能
性
を
も
お
ぼ
つ
か
な

い
状
況
を
一
時
的
に
せ
よ
現
出
し
ま
し
た
。
国
際
的
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
は
、
何
で
も
輸
入
す
れ
ば

よ
い
と
す
る
日
本
の
食
糧
安
全
保
障
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
猛
省
を
迫
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
以
前
よ
り
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
農
水
省
が
進

め
て
き
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
よ
り

ま
す
、
化
学
肥
料
の
削
減
の
た
め
の
堆
肥
の
活
用
に
つ

い
て
私
ど
も
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
は
各
方
面
と
研
究
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
と
し
て
、
堆
肥
の

ペ
レ
ッ
ト
（
粒
状
）
化
に
よ
る
希
望
農
地
へ
の
導
入
を

図
る
こ
と
と
し
て
、
農
林
水
産
大
臣
よ
り
全
国
で
初
の

認
可
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
肥
料

の
高
騰
に
対
す
る
国
の
補
助
制
度
の
前
提
と
し
て
、
こ

の
ペ
レ
ッ
ト
化
堆
肥
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
言
わ
ば
、
先
人
の
築
か
れ
て
き
た
「
知
恵
の
農
業
」

の
再
現
で
あ
り
ま
す
。
国
や
県
を
は
じ
め
、
地
元
市
、

町
並
び
に
Ｊ
Ａ
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
気
候
変
動
に
対
し
、
ま
た
、
食
糧
安
全
保
障
対

策
の
事
業
と
し
て
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
12
月
に
は
、
米
の
食
味
鑑
定
の
国
際
大

会
が
小
諸
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
農
産
物
の
生
産

に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
年
も
引
き
続
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

等
の
野
菜
生
産
団
地
と
し
て
、
軽
井
沢
・
小
諸
・
佐
久

の
３
か
所
の
団
地
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
園
芸

作
物
の
果
樹
・
花
き
に
つ
い
て
も
、
ぶ
ど
う
三
姉
妹

（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
Ⓡ
・
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
）
や
、
り
ん
ご
三
兄
弟
、
シ
ナ
ノ
パ
ー

ル
（
す
も
も
）
を
は
じ
め
、
花
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

等
々
、
生
産
拡
大
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
料
用
作
物
と
し
て
、
昨
年
は
子
実
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
作
付
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
も
更
に

拡
充
を
進
め
、
畑
作
と
畜
産
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
９
月

に
開
店
し
た
Ａ
・
コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
佐
久
平
店
を

は
じ
め
と
し
た
直
売
所
と
と
も
に
、
直
売
部
門
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
働
き
方
改

革
に
よ
る
流
通
部
門
の
変
革
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

　

事
業
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
御
代
田
町
の
支
所
集
約
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
町
御
当
局
に
よ
り
旧
伍
賀
支
所
・
旧
小
沼
支

所
に
、
企
業
誘
致
が
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
佐
久
市
に

お
け
る
旧
春
日
支
所
に
お
い
て
は
、
福
祉
施
設
が
入
居

さ
れ
ま
し
た
。
旧
Ｊ
Ａ
施
設
が
新
た
な
役
目
を
頂
い
て

地
元
の
た
め
に
ご
活
用
頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
て
、

今
後
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

９
月
に
は
、
新
中
込
店
も
開
店
致
し
ま
し
た
。
佐
久
岩

村
田
支
所
も
、
本
年
春
に
は
開
店
で
き
る
見
込
み
で
あ

り
ま
し
て
、
事
業
改
革
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
効
率
化
と
新
規
投
資
を
両
輪
と
す
る
「
両
利

き
の
経
営
」
を
目
指
し
た
令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す

る
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
５
カ
年
計
画
を
基
軸
に
据
え
、
地

域
農
業
と
Ｊ
Ａ
経
営
の
安
定
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

私
ど
も
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の
目
的
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
地

域
農
業
の
安
定
的
発
展
と
と
も
に
、
農
家
所
得
の
向
上

を
目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
役
職
員
一
同
、
こ
の
目

的
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
っ
て
、
良
い
お
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長

浅 沼  博

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

　
　

令
和
４
年
度
上
期
店
・
支
所
運
営
委
員
会

　
　

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

10
月
12
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
16
会

場
で
店
・
支
所
運
営
委
員
会
を
開
き
、

委
員
３
２
７
人
（
出
席
率
79
・
６
％
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
経
営
支
援
に
つ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
教
え
て
ほ

し
い
。持続

可
能
な
農
業
経
営
に
つ
い
て
は
、

第
一
に
再
生
産
価
格
を
維
持
し
既
存
生
産
者

の
手
取
り
確
保
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
販
売
力
の
強
化
が
最
重
要
と
言
え
ま
す

が
、
販
売
力
強
化
に
向
け
て
は
、
右
肩
下
が

り
の
生
産
量
に
歯
止
め
を
か
け
、
新
た
な
品

目
展
開
、
拡
大
が
必
要
で
す
。
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
で
は
本
年
度
よ
り
14
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

１
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
既
存
品
目
の
深
堀

り
と
新
規
品
目
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
売
所
に
つ
い
て

直
売
所
出
荷
農
家
に
と
っ
て
、
Ａ
・

コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
が
オ
ー
プ
ン
し
出

荷
・
売
る
場
所
が
増
え
て
大
変
良
い
。
こ

れ
か
ら
生
産
量
を
伸
ば
す
に
は
、
消
費
者

と
生
産
者
が
接
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

「
さ
く
さ
く
市
場
」
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
Ｊ
Ａ
と
地
域
農
業
の
情
報
発
信
と
ふ

れ
あ
い
の
場
、
地
元
産
農
畜
産
物
の
販
売
拠

点
と
な
る
生
産
者
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
目
指

し
、
旬
の
情
報
発
信
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

「
生
産
者
と
消
費
者
の
架
け
橋
」
と
な
る

コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

桃
や
プ
ル
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

リ
ン
ゴ
は
「
ふ
じ
祭
り
」
の
よ
う
に
直

売
会
を
大
き
く
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す

が
、
桃
や
プ
ル
ー
ン
も
時
期
に
応
じ
て
大
き

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、
販
売
高
や
価
格
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

リ
ン
ゴ
の
直
売
会
に
つ
い
て
は
、
支
所

祭
・
収
穫
祭
等
と
併
せ
て
行
わ
れ
て
き
た
経

過
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
桃
に
つ
い
て
は
夏

休
み
、
プ
ル
ー
ン
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
に
そ
の
時
期
集
客
能
力
を
持
っ
た

Ｊ
Ａ
直
売
所
に
て
、
大
々
的
に
販
売
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
的
な
直
売
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
選
果
所
業
務
と
切
り
離
し

た
形
で
各
行
政
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
運
用
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
導
入
し
た
場
合
に

組
合
員
に
何
か
影
響
は
あ
る
の
か
。
取
り

組
む
の
で
あ
れ
ば
基
本
方
針
に
あ
る
よ
う

に
、
生
産
者
の
所
得
が
増
大
す
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。「

営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
営
農
・
経
済
部
門
の
黒

字
化
を
目
指
す
た
め
に
導
入
す
る
も
の
で

「
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
運
営
体
制
の
構
築
」
に

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
・
運
用
に
よ
り
生

産
資
材
の
低
コ
ス
ト
化
や
佐
久
浅
間
管
内
の

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
を
実
践

し
、
営
農
・
経
済
事
業
の
赤
字
を
信
用
・
共

済
事
業
で
穴
埋
め
す
る
と
い
う
、
従
来
の
Ｊ

Ａ
佐
久
浅
間
の
収
支
構
造
か
ら
の
脱
却
を
目

指
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

践
に
つ
い
て
の
前
提
に
は
「
農
業
所
得
増
大

と
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
」
が
あ
り

ま
す
の
で
「
効
率
化
戦
略
」
だ
け
で
は
な
く

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
更
な
る
販
路
拡
大

等
、
農
業
所
得
増
大
に
直
結
す
る
よ
う
な

「
成
長
戦
略
」
も
確
実
に
実
践
し
て
ま
い
り

ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
に
よ
っ
て
、
今

後
、
組
合
員
・
生
産
者
の
方
々
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
る
場
面
も
出
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
状
況
は
理

事
会
等
を
通
じ
て
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

「
佐
久
平
に
人
が
集
ま
る
」
取
り
組
み

を
市
町
と
協
議
す
る
中
で
、
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
組
織
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
「
Ｊ
Ａ
＋
市
町
＋
他
組
織
」

人
が
集
ま
れ
ば
売
り
上
げ
も
ア
ッ
プ
す
る

と
思
い
ま
す
。
組
織
の
コ
ラ
ボ
で
軽
井
沢

を
超
え
る
「
佐
久
平
（
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）
」

を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
地
域
に

根
差
し
た
経
営
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
農

業
所
得
増
大
と
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
の

み
で
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

頂
戴
し
た
ご
意
見
の
と
お
り
、
佐
久
平
に
人

が
集
ま
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
に
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
行
政
や
他
組
織
と
協
力
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
関
連
事
業

企
画
総
務
関
係

特 集

御代田支所運営委員会（１０月１７日）



Sakuasama Topics

5 JAHOO
2023-1 4JAHOO

2023-1

小林豊さんが最高金賞

生産販売を振り返る

第４回ＪＡ佐久浅間一番うまい米コンテスト

花き専門委員会キク専門部

最高金賞の小林さん（左から5番目）と関係者ら

表彰を受ける篠田さん

　１２月２・３日、小諸市文化センターで開催された「米・食
味分析鑑定コンクール国際大会」での地域大会として「第４回
ＪＡ佐久浅間一番うまい米コンテスト」を開催。２１３点の応
募から、最高金賞に佐久市の小林豊さんの「コシヒカリ」が選
ばれました。食味分析器などによる事前審査で１０点を選出。
２日の最終審査で国際大会の審査員らが外観や香り、味、粘り
などを評価し入賞３点を選びました。最高金賞以外の受賞者は
次の通り。（敬称略）
▷金賞＝岡村 賢治（佐久市）▷銀賞＝石田 慎二（佐久市）

　当ＪＡ花き専門委員会キク専門部は１１月２９日、本所で生産販売
反省会議を開き、令和４年度の出荷量や品種、秀品率などを基準に出
荷実績表彰を行いました。輪菊の部ではシーズンを通して最も秀品率
が高かった生産者に贈られる出荷数量５００ケース以上の部の優秀賞
に佐久市の篠田武人さん、５００ケース以下の部では、同市の関口誠
さんが選ばれました。その他の受賞者は次の通り。（敬称略）
輪菊の部▷優秀賞（品種別部門）＝井出和廣（佐久穂町）、川村勝重
（佐久市）、若松義男（佐久市）、井出英昭（佐久市）▷功労賞＝佐
藤博（佐久穂町）▷検査員賞＝飯森二郎（佐久市）▷新人賞＝飯森勝
時（佐久市）　小菊の部▷優秀賞＝尾口和（佐久市）

たすきつないで力走して 「サンふじ」をセリで完売

落語で相続を学ぶ

佐久長聖高校駅伝部へエール 丸横共選所

家の光大会

試作したペレット堆肥の説明をする担当者

メーカー担当者から説明を受ける来場者
防寒対策を学ぶ参加者ら

サンふじを競売取引する関係者農産物を贈り、選手を激励する髙栁副組合長

相続について落語で語る木㟢さん

　当ＪＡは１２月１３日、第７３回全国高校駅伝大会に長
野県男子代表として出場する佐久市の佐久長聖高校駅伝部
に、地元農産物やＪＡ加工品を送りました。髙栁副組合長
が駅伝部宿舎を訪問し「師走の都大路を力走する姿が長野
県民の誇り。おいしい農産物を食べてエネルギーに変え、
ベストパフォーマンスを期待している」と激励。同校は
１２月２５日に開かれた全国大会で、惜しくも準優勝でし
たが、日本人選手だけで編成したチームによる日本高校最
高記録を塗り替えました。

　Ｒ＆Ｃながの青果佐久支社が主催する「ふじ祭り」が１１月
２７日開かれ、丸横共選所から贈答用１ケース１０キロの『たて
しなりんご』サンふじ３,４２９ケースを出荷しました。このイベ
ントは県内各地の贈答用「ふじ」を集め、仲卸やスーパー、青果
店などが競売で取引しています。参加した、しらかば果樹部会の
佐久間正秀部会長は「今年は秋の高温の影響で成熟の遅れがあっ
たが出荷者の協力により「ふじ祭り」に合わせて出荷することが
できた」と話しています。

　当ＪＡは１１月２１日、家の光購読者らを招き佐久平交流セン
ターで「家の光大会」を開き８２人が参加。永年に渡り購読し
ている５人の表彰と記念講演会を行いました。講演会では、家の
光「こころ亭久茶の相続＆マネー高座」を連載している木㟢海洋
さんが「落語で学ぶ相続・終活」と題し相続の実話を基に講演。
「遺言書作成は権利でもあり義務でもある。しっかりと遺言書を
作成した方が争いは少ない」と遺言書の書き方などをアドバイス
しました。

有機肥料をペレット化へ

最新資材を生産者へＰＲ
ぶどうの防寒対策を学ぶ

みどりの食料システム法基盤確立事業

しらかば地区農機・肥料・農薬説明会

ぶどう栽培振興プロジェクト

　当ＪＡは、国のみどりの食料システム法基盤確立事業の
採択を受けプロジェクトを設置し、農業の環境負荷軽減と
持続的発展に向け取り組んでいます。望月土づくりセン
ターの有機堆肥をペレット化し販売する事を目指しプロ
ジェクト会議を１１月２４日に開きました。試験用に取得
したペレタイザーを使用しペレットの試作と長野県畜産試
験場飼料環境部の古畑祥吾技師を招き「家畜ふんの利活用
について」の講演を行いました。

　当ＪＡは１２月１５日、佐久望月支所で「しらかば地区
農業機械・肥料・農薬説明会」を開きました。昨年から
野菜生産者も対象とし、農業用ドローンや最新の栽培管
理支援システム「xarvio® FIELD MANAGER（ザルビオ 
フィールドマネージャー）」の展示があり、大勢の来場者
で賑わいました。会場には肥料・農薬メーカーなど３１社
のほか、農業農村支援センターとＪＡ全農長野が相談コー
ナーを設置。来場者は各ブースを回り、メーカー担当者に
商品の使用方法や特徴などを確認しました。

　当ＪＡは「ぶどう栽培プロジェクトチーム」を始動
し初めての冬を迎えます。佐久市塚原のＪＡぶどう栽
培実証圃で１１月２９日、防寒対策講習会を開き生産
者２１人が参加。寒害対策として稲わらを主幹部に巻
き寒さや凍害から守るなどの保護方法を実演しまし
た。営農経済部の森田審議役は「防寒は、冬場の低温
から樹を守り、春先の日射しによる樹体温度上昇を防
ぐことが目的」と説明しました。
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笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会

●作り方
①肉は一口大に切り、キャベツはザク切り、ニンジンは１ｃｍ程の細切り、玉ネギとピーマンは

細切りにします。
②フライパンで油を熱し、塩・コショウで、肉、野菜の順に炒めます。
③②に白玉うどんを加え、水でほぐしながら更に炒めます。
④オイスターソースと醤油で味付けし、刻みネギをふり
　かけ出来上がりです。

焼うどん
カキの旨味と磯の香りが美味しさを引き立てます

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店、生活宅配センター
などでお買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300
　生活宅配センター　  TEL 0267ー22ー9417

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

イカとアスパラのオイスターソース炒め
イカとソースの相性抜群

●材料（２〜３人分 )
・スルメイカ…………………………１パイ
・グリーンアスパラガス……………３本
・ショウガ……………………………１かけ分
・サラダ油……………………………大さじ１
・エーコープオイスターソース……大さじ１
・醤油…………………………………大さじ１/２

エーコープ
オイスターソース
国産の牡蠣を丸ごと
すりつぶしました。
牡蠣の旨味が料理の
味を引き立てます。

●作り方
①スルメイカはワタと軟骨を取り除き、皮をむいて胴は輪切りに

し、足は２本ずつ切り離します。
②グリーンアスパラガスは食べやすい大きさに斜切りにします。
③ショウガはみじん切りにします。
④フライパンでサラダ油を熱し、弱火で③を炒め、良い香りが立っ

たら①と②を加えて炒め合わせます。
⑤火が通ったらオイスターソースと醤油を加えて味を調えたら出

来上がりです。

●材料（2人分 )
・白玉うどん………2玉
・玉ネギ……………中1/2個
・ピーマン…………1/2個
・豚薄切り肉………60ｇ

・キャベツ………100ｇ（2葉）
・ニンジン………1/2本
・刻みネギ………適量
・サラダ油………適量

すりつぶした牡蠣の風味
豊かな味わいをお楽しみ
ください。

・エーコープオイスターソース……大さじ2
・醤油………………大さじ２　 ・塩・コショウ…適量

味の研究会　
身近な食材を使って楽しみながら続けていきたい

毎月の定例会

バレーボール ツーリング

　僕は、１年生の時か
らバレーボールをやっ
てきました。今年は僕
がチームの副キャプテ
ンをやっています。去年は東信大会で敗れてしまい
県大会には行けませんでした。ですが、今年こそは
県大会へ出場し今まで戦った事のないチームと戦っ
たりして、今までのチームの記録を塗り替えて思う
存分楽しみたいと思います。
　そのためにこれからも練習を頑張りたいです。そ
して、バレーボールの知名度も上げて、バレーボー
ルの面白い事や、楽しい事をひろめたいです。

　農業の仕事は１年を通し
て忙しいですが、仕事中に
バイクでツーリングしてい
る人を見かけると無性に乗
りたくなります。高校時代
に通学でバイクの免許を取得してから、バイクの楽
しさに目覚めて中型バイクに親しんできました。し
かし、今年こそは大型自動二輪免許を取得して、各
地の名所などをツーリングしたいです。
　ツーリングのベストシーズンは、農業も忙しい時
期ですが、時間は自分で作るもの！ 今年こそは農
作業用ではなく、バイク用のつなぎを着て、走り抜
けるぞー!!

軽井沢町茂沢
荻原  青生さん（11歳）

東御市八重原
栁澤 大作さん（48歳）

「今年やってみたいこと」

　味の研究会は、昭和６３年に旬のもの、地元産のもの
を使って自分達の持っている知恵を教えあいながら親睦
を深めるという目的で始まりました。旧佐久町店の加工
室が実習場所でした。取り組みを始めてから、１０年目
に記念集として、伝えたい「母の味」を出版することが
出来ました。そして、平成２０年に２０周年を迎え新た
に、２冊目の「母の味」を出版しました。会員数が増え、

実習場所は、佐久穂町茂来館へ移動しました。大勢の先
輩方が活躍され活動を続けてきた会ですが、年々会員数
が減って今年度は、８人となってしまいました。しかし、
身近で採れる食材を使って楽しみながら続けていきたい
と思っています。また、今年は切原小学校へ食農教育出
前授業でプルーンジャムづくりの指導へ行きました。
　みなさんも参加してみませんか。

食農教育でプルーンジャムづくり指導
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つるなし種は育苗、直まきとも畝幅 60cm、
株間 25cm の密植にする。
畝は高めにして排水を良くする

30cm

育苗の場合
つるあり種の場合の植え付け密度

90cm 1 カ所に 4 〜 5 粒種を
まき、3cm の厚さに土
をかぶせ、手のひらで
軽く押さえる

直まきの場合
畝間・株間は左上図の育苗と同じ

30cm

4 〜 5cm

3cm

サヤインゲン

特
徴

　

豆
類
は
湿
害
に
弱
い
た
め
排
水
を
良

く
し
、
連
作
を
嫌
う
の
で
３
年
以
上
の

輪
作
を
し
ま
す
。
早
ま
き
ほ
ど
多
収
に

な
り
ま
す
が
、
高
温
性
で
霜
に
弱
い
の

で
注
意
し
、
早
い
作
型
は
育
苗
を
し
て

植
え
ま
す
。
生
育
適
温
は
20
℃
前
後

で
、
サ
ヤ
の
色
が
黄
色
や
紫
色
の
品
種

も
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
病
に
な
り
や

す
い
た
め
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
徹

底
し
ま
す
。

サ
ヤ
と
品
種

　

サ
ヤ
の
種
類
は
丸
サ
ヤ
と
丸
平
サ

ヤ
、
平
サ
ヤ
に
区
分
さ
れ
、
サ
ヤ
の
片

側
に
す
じ
が
あ
る
「
す
じ
あ
り
種
」
と

「
す
じ
な
し
種
」
（
ス
ト
リ
ン
グ
レ
ス
）

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
品
種
は
改
良
が

進
み
、
ほ
と
ん
ど
す
じ
な
し
種
に
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
る
あ
り
種

　

草
丈
は
２
ｍ
程
度
伸
び
ま
す
。
つ
る

が
伸
び
て
き
た
ら
し
っ
か
り
し
た
支
柱

を
立
て
ま
す
。
高
温
に
強
い
の
で
４
月

中
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
種
を
ま
く
こ

と
が
で
き
、
５
月
上
旬
に
ま
く
と
、
７

月
上
旬
か
ら
30
日
以
上
収
穫
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
」

「
モ
ロ
ッ
コ
」
等
）
。

つ
る
な
し
種

　

収
穫
開
始
が
早
く
短
期
間
に
ま
と
め

て
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
狭

い
場
所
を
利
用
で
き
ま
す
。
つ
る
な
し

種
は
、
高
温
時
期
に
開
花
す
る
と
着
サ

ヤ
が
悪
く
な
る
の
で
、
夏
場
の
高
温
時

期
に
開
花
し
な
い
よ
う
に
播
種
期
を
選

び
ま
す
。

　

収
穫
期
間
は
２
週
間
程
度
な
の
で
、

10
～
14
日
ず
つ
ず
ら
し
て
種
を
ま
く
と

収
穫
が
安
定
し
ま
す
。
草
丈
は
40
～
50

㎝
程
度
で
す
が
、
短
い
支
柱
を
立
て
る

こ
と
で
倒
伏
防
止
に
よ
る
品
質
低
下
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ル
チ
を
施

す
と
保
温
効
果
で
発
芽
が
良
く
な
り
、

乾
燥
を
防
い
で
収
量
が
増
え
ま
す
。
特

に
つ
る
な
し
種
を
栽
培
す
る
と
き
は
、

雨
な
ど
の
泥
跳
ね
が
原
因
で
発
生
し
や

す
い
サ
ヤ
の
腐
敗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
（
「
初
み
ど
り
２
号
」
「
つ
る
な

し
モ
ロ
ッ
コ
」
等
）
。

畑
の
準
備

　

酸
性
に
弱
い
た
め
石
灰
質
肥
料
で
矯

正
し
ま
す
。
元
肥
１
㎡
当
た
り
堆
肥
２

～
３
㎏
、
炭
苦
土
１
５
０
ｇ
、
化
成
肥

料
60
～
１
０
０
ｇ
を
溝
に
施
用
し
、
直

接
種
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す

（
腐
敗
防
止
）
。
マ
メ
科
の
中
で
は
根

粒
菌
の
着
生
が
少
な
い
た
め
、
肥
料
が

少
し
必
要
で
す
。
窒
素
肥
料
を
多
く
与

え
る
と
、
枝
葉
ば
か
り
が
成
長
し
て
サ

ヤ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

栽
培
方
法

①
育
苗
栽
培

　

早
取
り
の
場
合
は
４
月
中
旬
頃
、

ポ
ッ
ト
に
２
～
３
粒
種
を
ま
き
ま
す
。

灌
水
後
に
ポ
リ
ト
ン
ネ
ル
を
施
し
て
20

～
30
日
ほ
ど
育
苗
し
ま
す
。
間
引
き

後
、
２
本
の
ま
ま
植
え
ま
す
。

②
直
ま
き
栽
培

　

５
月
中
旬
～
７
月
中
旬
に
か
け
て
、

何
回
か
に
分
け
て
ま
き
ま
す
。
覆
土
は

２
～
３
㎝
程
度
で
少
な
す
ぎ
る
と
皮
が

外
れ
ま
せ
ん
。
重
な
ら
な
い
よ
う
に
間

隔
を
開
け
て
１
カ
所
に
４
～
５
粒
ま

き
、
本
葉
１
～
２
枚
の
と
き
２
本
に
し

ま
す
。
不
織
布
や
寒
冷
紗
を
掛
け
る

と
、
保
温
・
保
湿
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
栽
植
距
離

　

つ
る
あ
り
種

床
幅
90
～
１
２
０
㎝
、
株
間
30
～
45
㎝

つ
る
な
し
種

床
幅
60
～
90
㎝
、 

株
間
25
～
35
㎝

※
収
穫
期
間
が
短
い
た
め
、
密
植
す
る

　

と
収
量
を
確
保
で
き
る
。

支
柱
立
て
・
誘
引

　

つ
る
あ
り
種
は
早
め
に
支
柱
を
立
て

て
、
下
か
ら
３
節
く
ら
い
ま
で
の
わ
き

芽
を
除
去
し
ま
す
。
合
掌
式
支
柱
は
低

め
に
す
る
と
収
穫
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ
ト
の
利
用
も
便
利
で

す
。
親
づ
る
は
最
初
だ
け
支
柱
に
誘
引

し
ま
す
。
つ
る
な
し
種
は
倒
伏
し
な
い

よ
う
に
管
理
し
ま
す
（
小
さ
い
支
柱
を

立
て
る
と
良
い
）
。

つ
る
あ
り
種
の
摘
芯

①
親
づ
る
は
、
５
～
６
節
く
ら
い
で
摘

芯
す
る
と
側
枝
が
伸
び
て
下
位
節
に

も
実
が
つ
き
ま
す
（
収
穫
が
楽
で
多

収
に
な
る
）
。

②
側
枝
が
支
柱
の
高
さ
に
達
し
た
と
こ

ろ
で
芯
を
止
め
る
と
、
わ
き
芽
が
出

て
着
果
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
肥
・
中
耕

　

つ
る
な
し
種
は
、
除
草
の
た
め
に
軽

く
１
～
２
回
中
耕
し
て
土
寄
せ
し
、
乾

燥
防
止
に
敷
き
ワ
ラ
を
す
る
と
泥
跳
ね

防
止
に
も
な
り
ま
す
。
マ
ル
チ
を
使
用

し
た
場
合
は
株
間
に
穴
を
開
け
て
施
し

ま
す
。
葉
色
が
薄
く
生
育
が
悪
い
場
合

は
、
株
元
か
ら
15
～
20
㎝
離
れ
た
所
や

畝
の
肩
に
化
成
肥
料
を
１
㎡
当
た
り
10

ｇ
程
度
追
肥
し
ま
す
。
乾
燥
と
肥
料
切

れ
は
変
形
サ
ヤ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
つ
る
あ
り
種
は
、
収
穫
が
盛
ん
に

な
っ
た
ら
早
め
に
追
肥
し
（
１
㎡
当
た

り
30
～
50
ｇ
）
、
な
り
疲
れ
を
防
ぎ
ま

す
。
黄
色
く
な
っ
た
老
化
葉
は
摘
み
取

り
、
日
当
た
り
と
通
風
を
良
く
し
ま

す
。

収
穫

　

つ
る
な
し
種
・
つ
る
あ
り
種
と
も
に
、

種
ま
き
後
50
～
60
日
く
ら
い
か
ら
収
穫

と
な
り
ま
す
。
サ
ヤ
の
長
さ
が
12
㎝
以

上
に
な
っ
た
ら
、
実
が
大
き
く
な
ら
な

い
（
軟
ら
か
い
）
う
ち
に
、
早
め
に
収

穫
し
ま
す
。
開
花
か
ら
10
～
15
日
が
目

安
で
す
。

病
害
虫

◆
ウ
イ
ル
ス
病

　

生
育
が
進
む
と
葉
の
縁
が
急
に
巻
い

た
よ
う
に
縮
み
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
被
害
に
よ
る
場
合
が
多
く
、
葉
を

裏
返
し
て
み
る
と
、
す
で
に
ア
ブ
ラ
ム

シ
が
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム

シ
は
ウ
イ
ル
ス
病
を
伝
播
す
る
の
で
、

放
っ
て
お
く
と
株
全
体
が
縮
ん
で
葉
や

株
が
奇
形
に
な
り
ま
す
。
農
薬
は
「
マ

ラ
ソ
ン
乳
剤
」
２
０
０
０
倍
を
収
穫
７

日
前
ま
で
に
３
回
以
内
、
「
ス
ミ
チ
オ

ン
乳
剤
」
１
０
０
０
倍
を
収
穫
21
日
前

ま
で
に
４
回
以
内
等
を
散
布
し
ま
す
。

◆
ハ
ダ
ニ

　

梅
雨
明
け
頃
か
ら
葉
裏
に
ハ
ダ
ニ
が

寄
生
し
て
汁
を
吸
い
、
葉
緑
素
が
抜
け

て
そ
の
部
分
が
白
く
な
り
ま
す
。
多
発

す
る
と
葉
が
黄
色
く
な
り
、
後
に
褐
色

に
な
っ
て
枯
れ
て
し
ま
い
、
生
育
も
遅

れ
ま
す
。
サ
ヤ
に
も
寄
生
し
、
汁
を
吸

わ
れ
た
部
分
が
褐
色
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ダ
ニ
は
世
代
交
代
が
早
く
、
１
回
の

薬
剤
散
布
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
た
め
、

寄
生
状
況
を
確
認
し
て
農
薬
を
散
布
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
農
薬
は
「
マ
ラ

ソ
ン
乳
剤
」
２
０
０
０
倍
を
収
穫
７
日

前
ま
で
に
３
回
以
内
、
「
コ
ロ
マ
イ
ト

乳
剤
」
１
５
０
０
倍
を
収
穫
前
日
ま
で

に
２
回
以
内
等
を
散
布
し
て
防
除
し
ま

す
。
薬
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
登
録

内
容
を
確
認
し
、
散
布
時
期
や
使
用
濃

度
、
使
用
基
準
等
を
厳
守
し
ま
す
。

サヤインゲンは、インゲンマメを若取りしてサヤごと食べる野菜で
す。甘納豆などに使われる「金時豆」や「大福豆」「紫花豆」なども
インゲンマメの仲間ですが、これらはサヤの中の豆だけを食べます。
一方、サヤインゲンは「ドジョウインゲン」や「モロッコインゲン」
などのように、サヤごと食べるのが特徴です。

育苗

直まき

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

種まき
定植

収獲

トマトなど
はこれで良
いがインゲ
ンは駄目

つるが長く伸びるため、トマトやキュウリよ
りも支柱を低い位置で交差させ、傾斜を緩く
して、手が届きやすくする

つるあり種の場合（つるなしは放任でよい）

開花後 10 〜 15 日で子実
の膨らみがサヤに現れて
きた頃に収獲する

つるなし種より子
実の膨らみが大き
くなっても食味は
落ちにくいので、
収獲適期の幅はや
や広い

つるあり種つるなし種

◦ ×

1.2m くらい

お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材
取

　

扱
店
）
ま
た
は
資
材
店
舗
へ

500 ㎖　
店頭価格 4,281 円（税込）

【
特
長
】

●
ハ
ダ
ニ
類
・
サ
ビ
ダ
ニ
類
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ

リ
ダ
ニ
な
ど
を
広
範
に
カ
バ
ー
す
る
と
と

も
に
、
ダ
ニ
以
外
で
も
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
幼
虫
、
野
菜
害
虫
に

も
優
れ
た
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

サヤインゲン
には

コロマイト乳剤

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

1.8m×2.7m
店頭価格 458 円（税込）
※ その他規格もございます。

【
特
長
】

●
四
隅
の
ひ
も
を
引
っ
張
れ
ば
誰
で
も
簡
単
に

ネ
ッ
ト
が
張
れ
ま
す
。

かんたんつる栽培ネット
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

霜
降
り
て
毅
然
と
立
ち
し
野
沢
菜
は

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

初
日
待
つ
光
芒
ぴ
か
り
浅あ

さ

ま
間
山
射
す

竹
（
東
御
市
）

ト
ラ
が
い
き
ウ
サ
ギ
が
ま
っ
て
る
年
の
暮
れ

Ｓ
Ｉ
（
佐
久
市
）

山
望
み
小
春
日
和
の
畑
仕
事

花
木
槿
（
佐
久
市
）

冬
将
軍
い
よ
い
よ
来
た
り
わ
が
地
に
も

Ｆ
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

障
子
張
り
穴
の
切
り
張
り
花
一
輪

綾
（
小
諸
市
）

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ら
と
逢
え
ず
に
寝
正
月

や
ま
び
こ
（
佐
久
穂
町
）

年
金
を
受
け
取
る
老
の
腰
が
の
びＫ

・
Ｓ
（
佐
久
市
）

菊
囲
い
元
気
と
希
望
宝
も
の

ス
ズ
ラ
ン
（
東
御
市
）

冬
晴
や 

前
掛
山
の 

噴
火
跡

赤
く
抉え

ぐ

れ
し 

不
隠
の
ま
ま
に

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

北
風
に 

峯
の
裸
木
は 

寒
々
と

見
送
る
夕
陽 

赤
々
と
燃
え

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

初
詣 

家
族
息
災 

お
願
い
す

木
枯
ら
し
に 

街
行
く
婦
人
襟
を
立
て

鯉
太
郎
（
佐
久
市
）

数
か
ず
の 

出
来
事
あ
り
て 

年
は
暮
れ

新
し
き
年 

如
何
に
成
る
ら
ん

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

　
才
目
前
に
し
て
何
十
年
ぶ
り
か

で
太
郎
山
（
上
田
市
）
に
登
っ

て
み
ま
し
た
。
足
腰
が
弱
っ
て
き
て

い
る
事
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。
天

気
の
良
い
日
は
簡
単
な
お
弁
当
を

持
っ
て
登
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し

た
。

マ
サ
（
東
御
市
）

独
り
暮
ら
し
し
て
い
る
86
歳
の
母

と
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
一

心
で
水
を
あ
げ
た
り
収
穫
し
た
り
配

達
し
た
り
。
野
菜
づ
く
り
の
意
欲
で

母
の
体
調
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
し

あ
わ
せ
で
す
。
あ
り
が
と
う
！ 

お
母

さ
ん
。

う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

我
が
家
に
は
保
護
猫
の
４
才
に
な

る
雌
の
「
ミ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
い

ま
す
。
寒
く
な
る
と
茶
白
の
毛
が
ム

ク
ム
ク
、
モ
フ
モ
フ
と
し
て
と
て
も

暖
か
そ
う
で
す
。
少
し
分
け
て
も
ら

い
た
い
な
ぁ
〜
。

ミ
ー
ち
ゃ
ん
の
ば
ぁ
ば
（
佐
久
穂
町
）

先
日
、
知
人
か
ら
太
く
て
立
派
な

ダ
イ
コ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。
早

速
お
で
ん
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
味

が
し
み
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

星
子
（
佐
久
市
）

孫
で
３
人
姉
妹
の
長
女
（
７
歳
）

の
七
五
三
の
お
祝
い
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
さ
ん
に
笑
っ

て
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
歯
が
抜
け
て

い
る
か
ら
笑
え
な
い
ん
だ
っ
て
か
わ

い
い
で
す
。

マ
ー
コ
（
佐
久
市
）

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
頂
き
ま
し

た
。
早
速
リ
ン
ゴ
と
一
緒
に
箱

に
入
れ
ま
し
た
。
早
く
甘
く
な
っ
て

た
く
さ
ん
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。く

だ
も
の
大
好
き
バ
ァ
バ
ー
（
佐
久
市
）

冬
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
が
、
お
だ
や
か
な
冬
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。く

も
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

家
の
整
理
を
し
て
い
た
ら
実
家
の

両
親
の
写
真
が
出
て
き
た
。

ま
だ
長
野
新
幹
線
に
乗
っ
た
事
が
な

い
両
親
と
３
人
。
桜
の
満
開
の
善
光

寺
に
行
っ
た
時
の
と
っ
て
も
懐
か
し

い
も
の
で
し
た
。
新
幹
線
は
楽
し
そ

う
だ
っ
た
な
と
か
お
そ
ら
く
初
め
て

の
善
光
寺
で
の
お
戒
壇
巡
り
で
カ
ギ

に
さ
わ
れ
た
事
な
ど
元
気
な
時
に
行

け
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し

た
。

Ｓ
・
Ｎ
（
佐
久
市
）

り
っ
ぱ
な
花
梨
が
手
に
入
り
ま
し

た
。
一
つ
は
果
樹
酒
に
、
も
う

一
つ
は
ハ
チ
ミ
ツ
漬
け
に
し
て
み
ま

し
た
。
冬
に
向
か
う
こ
れ
か
ら
喉
の

用
心
。
体
を
暖
め
て
乗
り
越
え
よ
う

と
思
い
ま
す
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
佐
久
市
）

柿
が
豊
作
で
近
所
で
た
く
さ
ん
も

ら
い
干
し
柿
を
作
っ
た
が
美
味

し
い
と
言
っ
て
食
べ
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

シ
ク
ラ
メ
ン
（
佐
久
市
）

心
温
ま
る
優
し
さ
親
切
さ
に
た
だ

た
だ
感
謝
で
す
。
先
日
主
人
の

法
事
の
日
、
30
年
行
っ
て
い
る
理
髪

店
で
タ
イ
ヤ
が
釘
で
パ
ン
ク
し
て
い

る
の
を
教
え
て
下
さ
り
そ
の
場
で
タ

イ
ヤ
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

群
馬
の
お
寺
さ
ん
ま
で
行
か
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
し
、
知
ら
な
い
で
峠

坂
へ
と
行
か
な
い
で
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

え
み
さ
ん
（
御
代
田
町
）

霜が粉砂糖のような「ピラカンサ」
Ｈ・Ｋ（東御市）

朝（佐久市）

Ｋ.ばあば（御代田町）

70年
末
に
毎
年
送
っ
て
い
た
立
科
の

ふ
じ
り
ん
ご
の
贈
り
物
。
遠
く

に
暮
ら
す
姉
は
懐
か
し
い
と
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
に
な
り
歯
が

悪
く
な
っ
て
食
べ
ら
れ
な
い
み
た
い
。

た
し
か
に
サ
ン
ふ
じ
は
シ
ャ
キ
ッ
と

し
た
食
べ
ご
た
え
が
持
ち
味
。
今
年

は
春
に
立
科
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を

送
る
事
に
し
ま
す
。

は
る
ぜ
ん
の
ば
ば
（
立
科
町
）

た
く
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
を
頂
き
ま
し

た
。
お
友
達
と
お
茶
が
出
来
な

い
こ
の
頃
で
す
が
、
主
人
と
お
茶
を

し
て
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
は
い
ち
ょ
う

切
り
に
し
て
ユ
ズ
の
皮
と
果
汁
を
あ

え
て
隠
し
味
に
砂
糖
を
ほ
ん
の
少
し

入
れ
ま
す
。
お
い
し
い
で
す
よ
!!

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

一
年
無
事
仕
事
（
パ
ー
ト
）
も
終

了
し
、
一
月
か
ら
冬
ご
も
り
で

す
。
毎
日
ミ
シ
ン
の
前
に
座
っ
て
亡

母
や
義
母
の
残
し
て
く
れ
た
着
物
の

リ
メ
イ
ク
三
昧
で
す
。
母
や
義
母
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
こ
の
時
期

が
と
て
も
愛
お
し
い
で
す
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

畑
は
耕
起
が
す
み
、
冬
の
粧
い
で

す
。
こ
の
冬
は
暖
か
い
日
が
多

く
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
小
松
菜
が
収
穫

で
き
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。
自
然
の

め
ぐ
み
に
感
謝
し
つ
つ
食
卓
で
い
た

だ
き
ま
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
ぁ
ば
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『フリソデ』
でした。

お願い：黒色のペンで、すべての項目にはっきりとご記入ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③遊Ｙｏｕポストの感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●ハガキは１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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◇◆ヨコのカギ◆◇
①ウインタースポーツの代表格
②旧国名の 1 つ。現在の三重県の大部分
③お吸い物などを入れる器
④鬼は外、福は○○
⑤掃除道具の 1 つ。魔女がまたがれば飛べるかも ?
⑧車のフロントガラスに付くとギラギラして厄介

です
⑩旅先で眺めることもあります
⑫もむと温かくなるタイプもあります
⑬遅い時間まで寝ずにいること
⑭仁徳天皇陵もこの 1 つ
⑯水分補給に役立つ○○○飲料は、電解質を加えて

あります
⑱働き者だといわれる昆虫
⑳天ぷらを天○○に漬けて食べた

◇◆タテのカギ◆◇
① 2 月の誕生石・アメシストは紫色の○○○○○です
⑥刻みたばこを詰めて吸う道具
⑦ L が大なら M は
⑨こうなった○○を知りたいなあ
⑪暖炉にくべます
⑫ 3 度の食事以外に食べるもの
⑭バレンタインデーに実らせる人もいます
⑮囲碁や将棋の指し手の記録
⑰百貨店の○○○ガイドで目当ての売り場を探した
⑲昆布と○○○節でだしを取った
�例年 2 月 4 日ごろ。暦の上ではこの日から春です

応募総数 80 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

サザエ（佐久市）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

●締切1月27日㈮（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 8 名の方に
  「こだわりのかりんとう
　（75g×8 袋入）」
　を差し上げます。
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令和 4 年度ＪＡ共済小・中学生
第 66 回書道・第 56 回交通安全ポスター
コンクール受賞者・受賞校決定

Ａ・コープファーマーズ佐久平店

本年度もＪＡ共済連主催による書道・ポスターコン
クールが開催され、管内の小・中学校 49 校より５，
２５９点の作品を出品いただき、多くの作品が入選さ
れました。今回作品を出品いただた皆様にはＪＡ共済
より記念品としてマイクロファイバークロスタオルを
贈呈させていいただきました。
受賞者・受賞校（ＪＡ佐久浅間管内）
●書道（半紙の部）
　中学校第１学年  臼田中学校（佐久市）濱口 萌衣さん
●書道（条幅の部）
　小学校第４学年  臼田小学校（佐久市）市川 來幸さん
●交通安全ポスター
　中学校第２学年  御代田中学校（御代田町）井上 成さん
●学校賞　書道
　臼田小学校（佐久市）
　佐久穂中学校（佐久穂町）
●学校賞　交通安全ポスター　佐久長聖中学校（佐久市）

生産者直売コーナー　さくさく市場
新規出荷会員募集中 !!
Ａ・コープファーマーズ佐久平店「生産者直売コー
ナー」にあなたも出荷してみませんか。
大規模農家だけでなく、兼業農家、高齢者や女性、自
給的農家、新規就農者など地域のさまざまな農業者が
参画することによって支えられます。
この機会にぜひ出荷会員になりましょう！

■お問い合わせ
　営農経済部直売課　TEL 0267 ー 68 ー 1117

ＪＡ花き出荷用生産者募集

生産資材等価格高騰対策資金を創設

花の栽培で彩りのある生活を !!
「生活の様々な場面で彩りを感じられる花を自分の手
で育てられる」花き栽培は植物や自然が大好きな人に
ピッタリです。手軽に始められる花をご紹介します。
お気軽にご参加ください。
●花の種類　小菊・ユーカリ・フジバカマなど
●日時・場所

■お問い合わせ
　花卉果樹振興センター　TEL 0267 ー 68 ー 1117

昨今の生産資材等価格高騰に対応する資金を創設しま
した。価格高騰による影響を受けた農業者の皆様の農
業生産にかかる資金繰りを支援します。
●資　金　名　「生産資材等価格高騰対策資金」
●対　象　者　農業資材等価格高騰により直接的・間接

　　　　　的に影響を受けた農業者
●資金使途　農業経営維持において必要となる資金
●貸付限度額　1,000 万円以内（規定による）
●貸付利息　0.00％
●貸付期間　10 年以内（うち据え置き期間 3 年以内）
●保証・担保　農信基保証
■詳しくはお近くのＪＡ融資取り扱い窓口へ

監事会報告 12 月 26 日開催 / 会議・報告事項
①第３四半期監事監査実施について
②監事と代表理事等との定期会合について
③令和４年度期中決算監事監査事後確認について
④子会社監査役からの諸報告について
⑤常勤監事からの諸報告について
⑥１１月内部監査実施状況報告について
⑦長野県常例検査の結果について

理事会報告　12 月 26 日開催

主な報告事項
①１１月末部門別損益計算書について
②令和４年度決算見込みについて
③第３四半期余裕金運用状況について
④第４四半期余裕金運用計画について
⑤生産資材等価格高騰対策資金要項の制定について
⑥ＪＡ長野県農業開発基金適用申請について
⑦購買未収金対策委員会の報告について
⑧長野県常例検査の結果について
⑨令和４年度第３四半期監事監査の実施について
⑩内部監査実施状況について
⑪燃料・生産資材等高騰支援対策について
決議事項
第１号議案　当組合における取引のリスク評価書

の定例改正について
第 2 号議案　出資金減口について
第 3 号議案　㈱佐久浅間ライフナー定款の変更に

ついて
第１号議案から第３号議案について承認しました。

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（2月）
　7日㈫ 佐久穂支所
　18日㈯ 小諸店
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　1月27日㈮ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　1月20日㈮　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

アメック不動産情報 ー賃貸物件情報 ( 仲介 ) ー

【佐久市岩村田】名称「エクセリーナ咲」（３階部分）
・間取り　2LDK（57.62 ㎡）
・家　賃　67,000 円　・敷　金　家賃の 1 カ月分
・共益費　3,000 円
・駐車料　1 台目 3,000 円　2 台目 2,000 円
・仲介手数料　賃料の 1 カ月分＋税
　　　　　　 〔更新時 0.5 カ月分＋税〕
・構　造　鉄筋コンクリート造 3 階建
設　　備
・シャワー付洗面台　　　　　　・給湯 (LP ガス )
・水洗トイレ（洗浄機付き便座）・エアコン１台完備 
・物置あり　　　　　　　　　　・窓ガラス（ペアガラス）
周辺状況
・上信越自動車道佐久ＩＣまで車で約 3 分
・北陸新幹線佐久平駅まで車で約 10 分
・佐久平浅間小学校通学区 徒歩約 30 分

■物件に関するお問い合わせ・お申し込み
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　宅地建物取引業者免許／長野県知事（7）第 3939 号
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267-68-7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/

令和５年 ＪＡ佐久浅間燃料・生産資材高騰支援対策のお知らせ

ドロクロール20ℓ、バスアミド20㎏、10㎏、フロンサイド20㎏、3㎏

①段ボール早取取引　　　　12月納品で同月決済に該当する予約取引
②段ボール大口数量取引　　1品目で1回の納品数が8,000箱以上
　　　　　　　　　　　　　1品目で1回の納品数が4,000箱以上

ブロッコリー スチロールボックス

鳥獣害対策資材品

約5～10％折込

①約6～12％折込（納品枚数で格差あり）
②約5～10％折込（納品枚数、納品月、
　決済月で格差あり）

1箱2円折込

5％折込

農　薬

農産物出荷用
（野菜・果樹・花き）

段ボール

農産物出荷用
スチロールボックス

農業用資材

品　目 支援対象内容 参考（店頭価格比較）

・この支援策は単年度毎の見直しとなります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※支援対象価格は折り込みとなっています
・価格低減策については、この大口支援策に加え予約注文でも実施しておりますので是非ご利用ください。

生産資材利用者支援策について
燃料・生産資材高騰支援対策として継続実施致します。
今後も、農家所得向上のため努めてまいります。

■お問い合わせ　お近くの生産資材店舗、営農センターまたは生産資材課 TEL 0267 ー 23 ー 6702 まで

定期貯金で信州蓼科牛が当たる！

肥料価格高騰化対策支援金計算式の訂正について

当ＪＡでは令和 5 年 1 月末まで、懸賞品付定期貯金
「食貯（たべっちょ）定期貯金」特別キャンペーンを
実施しています。抽選で「信州蓼科牛」をプレゼント
します。
●対象商品／スーパー定期貯金  自由金利型定期貯金
●募集金額／１0 億円 ※ 募集金額に達し次第終了します
●取扱期間／令和 5 年 1 月 4 日㈬〜 1 月 31 日㈫
●預入金額／ 20 万円以上　　●預入期間／ 1 年以上
●条　　件／個人で新たにお預けいただく貯金に限り

ます。他の企画商品・キャンペーン商品と
の併用はできません。ＪＡネットバンク・
ＡＴＭからのお預け入れはできません。

12 月号でお知らせしました、計算式のカッコの位置が
誤っておりました。正しくは、下記の通りになります。

特典　抽選で「信州蓼科牛」
(120ｇ×2パック)をプレゼント
※20万円を一口とし40口に1本が抽選

で当たります。商品のお届けは令和
5年6月下旬の予定です。

※やむを得ず満期日前に中途解約する
　場合、抽選権および当選権は失効します。

イメージ

■詳しくはお近くのＪＡ金融窓口へ

誤　〔支援金〕＝（当年の肥料費－当年の肥料費÷価格上昇率÷
　　　　　　　 使用低減率×支援割合）
正　〔支援金〕＝（当年の肥料費－当年の肥料費÷価格上昇率÷
　　　　　　　 使用低減率）×支援割合

正しいカッコの位置

期間：令和４年度　令和５年１月〜２月末
　　　令和５年度　令和５年３月〜 12 月末

1 月 25 日㈬ 

1 月 26 日㈭

午前 10 時〜  本所  403 会議室
午後 2 時〜　 佐久穂支所　1 Ｆ大会議室
午前 10 時〜  佐久望月支所　２Ｆ中会議室
午後 2 時〜　 ベルウィンこもろ　２Ｆ
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妻
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有
機
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業
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強
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て
い
る
の
で
、
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境
を
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識
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た
栽
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に
も
チ
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ジ
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て
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た
い
。

野
菜
は
鮮
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大
切
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鮮
度
を
落
と
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す
る
こ

と
を
心
掛
け
、
新
鮮
な
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
届
け
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

※ 6 月撮影


